
 

 
 

平
成
二
十
六
年
度
定
期
総
会
、
並
び
に 

 
 

 

合
併
自
治
会
の
発
足
総
会
を
開
催 

 

平
成
二
十
五
年
度
の
阿
毘
縁
む
ら
づ
く
り
協
議
会
の
全
事
業

を
終
え
、
三
月
七
日
（
金
）
に
は
平
成
二
十
六
年
度
の
定
期
総

会
な
ら
び
に
合
併
自
治
会
の
発
足
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

阿
毘
縁
む
ら
づ
く
り
協
議
会
・
阿
毘
縁
自
治
会
の
規
約
・
規

則
の
承
認
か
ら
始
ま
り
、
二
十
五
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
の

承
認
、
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
の
承
認
が
さ
れ
ま

し
た
。 

 

二
十
五
年
度
の
主
な
事
業
は
、
第
十
回
関
西
阿
毘
縁
会
・
阿

毘
縁
村
人
交
流
会
が
故
郷
阿
毘
縁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
に

は
風
土
記
東
南
道
を
訪
ね
る
講
演
と
散
策
会
を
行
い
、
町
内
外

の
多
数
の
方
々
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
文
化
祭
を

地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
の
お
陰
で
無
事
成
功
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 

二
十
六
年
度
か
ら
役
員
は
合
併
し
た
阿
毘
縁
自
治
会
と
む
ら

づ
く
り
協
議
会
の
役
員
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
役
員
選
任

委
員
会
に
お
い
て
推
薦
さ
れ
た
方
が
全
員
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

新
役
員
の
氏
名
と
役
割
分
担
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 
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協 議 会 活 動 記 録 

《３月》 

   ７日：むらづくり定期総会、阿毘縁自治会発足総会 

１７日：自治協議会 

２０日：第１回役員会 

こ れ か ら の 予 定 

《４月》 

 24日：第２回役員会      

 

災害時の対策として 

「使わなくなった携帯の充電器がありましたら 

地域振興センターまでお願いいたします。」 

 

携帯電話の主要 3 機種 au、docomo、softbank の 

充電器を常備し、災害時に備えたいと思っております。 

阿毘縁公設消防機庫に AED 設置 

何をするためのもの？・・・AED は「突然心臓が止

まって倒れてしまった人」の心臓リズムを、心臓に電

気ショックを与えることにより再び正しいリズムに戻

し、蘇生するための治療機器です。 

 

 

 使用方法は使用 

時に音声とともに

説明されるという

事ですが、講習会

を行う予定として

おります。 

 

ご挨拶     集落支援員 遠藤 一男 

 平成 24 年 12 月から集落支援員として、むら

づくり協議会の主な事業に関わってきました。 

1 年 4 ヶ月という間ではありましたが、3 月末

をもって支援員としての職務を終えます。地域

の皆様方にはご協力・ご指導頂き大変ありがと

うございました。紙面を借りてお礼とさせてい

ただきます。 

 


